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（３）典型的な敷地・建築条件における景観形成の例 

ここでは、典型的なケースについて、区域ごとに考えられる周辺景観の読み解き

方や、コンセプトの考え方などを例示しています。 

 

基本届出区域の典型的なケース 一覧 

区域 典型的なケース 

都心景観形成区域 
ケース 1 商業・業務地区におけるオフィスビル （P.i-82） 

ケース 2 河川沿川における複合ビル （P.i-83） 

臨海景観形成区域 
ケース 1 工業地域などにおける工場施設 （P.i-8４） 

ケース 2 海辺における中高層マンション （P.i-85） 

一般区域 
ケース 1 低層住宅が多い市街地における中層マンション （P.i-86） 

ケース 2 幹線道路沿道における物販店舗 （P.i-87） 

重点届出区域の典型的なケース 一覧 

地区 典型的なケース 

御堂筋地区 
ケース 1 沿道（土佐堀通以北）におけるオフィスビル （P.i-88） 

ケース 2 沿道（道頓堀以南）における複合用途ビル （P.i-89） 

堺筋地区 ケース 1 沿道におけるオフィスビル （P.i-90） 

四つ橋筋地区 ケース 1 沿道におけるオフィスビル （P.i-91） 

なにわ筋地区 ケース 1 沿道における中高層マンション （P.i-92） 

土佐堀通地区 ケース 1 沿道（河川沿川）におけるオフィスビル （P.i-93） 

国道２号地区 ケース 1 沿道におけるオフィスビル （P.i-94） 

中之島地区 ケース 1 地区内におけるオフィスビル （P.i-95） 

 



 

i-118 Ver.2.0 

都心景観形成区域 

：商業・業務地区におけるオフィスビルの計画 

都心景観形成区域  都心中央部景観配慮ゾーン 

景観特性を読み解く STEP １ 

 
敷地が面する道路

は、見通しが良く、

現代的なビルが連

続している。 

 
周辺の敷地には空

地が設けられ、ゆ

とりある歩行者空

間が確保されてい

る。 

 
周辺は大街区で業

務系の現代的な建

築物が多く、飲食

店などの店舗も点

在し、都心の魅力

あるビジネス街と

なっている。 

大阪商人のまち 
周辺は古くから商

いでにぎわった歴

史あるまちであ

る。 

 
周辺にある近代建

築物は、地域の誇

りであるととも

に、観光客にも人

気となっている。 

 
・まちの魅力を感じられる景観をつくる 

・近代建築を引き立てる落ち着きのあるまちなみをつくる 

・人々が歩いて楽しいゆとりある通り景観をつくる 

景観形成のコンセプトを考える 

景観配慮の工夫を考える STEP ３ 

ケース

１ 

STEP ２ 

景観形成の

コンセプト例 

確認すべき景観形成方針 

計画する

敷地 

 

沿道に空地を設け

歩道と一体となっ

たゆとりある歩行

者空間を創出する 

低層部の分節化に

よる通りとの親密

感を意識したデザ

インとする 

1 階部の形態 

圧迫感を抑えるよ

う壁面のデザイン

を分節化する 

外壁 

駐車場などは道路

から目立ちにくい

位置に配置する 

人々が集えるよう

ファニチャーなど

で空地を演出する 

まちなみに連続感

とうるおいを生む

植栽を設ける 

植栽 

開口を設け道路か

ら見える通りとの

親密性を意識した

透過性の高い壁面

とする 

圧迫感を抑えるよ

う道路際に塀や策

は設けない 

柵・塀 サインは周辺景観

と調和した設置位

置とする 

近代建築物など周

辺のまちなみと調

和のとれた色彩と

する 

色彩 

近代建築物と調和

するよう意匠を工

夫する 
外壁 付属施設 

付帯施設 

1 階部の形態 

配置 

配置 
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：河川沿川における複合ビルの計画 
 
  

 
周辺は河川沿いで

は、中高層建築物

が連続性のある景

観を形成してい

る。 

 
敷地に面する河川

沿いに遊歩道が整

備されている。 

複合市街地 
周辺は業務・商

業・居住機能など

の様々な用途の建

築物があり都心の

複合市街地となっ

ている。 

水上からの眺望 
敷地に面する河川

を往来する船舶に

より水上が視点場

となっている。 

対岸からの眺望 
敷地に面する河川

の対岸の遊歩道が

視点場となってい

る。 

水辺の緑 
周辺の遊歩道には

樹木が植えられ、

水辺と一体となっ

たうるおいある景

観を形成してい

る。 

計画する

敷地 

 

圧迫感を抑えるよ

う中高層部を壁面

後退する 

外壁 

ルーバーにより横

のラインを強調し

沿川のまちなみの

連続性に配慮した

デザインとする 

外壁 

周辺のまちなみや

水辺景観と調和し

た色彩とする 

色彩 

色彩 

水辺のアクティビ

ティを生むゆとり

ある空地を創出す

る 

配置 

外壁 

低層部の壁面は沿川

のまちなみや水辺と

調和した水辺への見

通しを確保する 

水辺になじむよう

アースカラーを基

調とした色彩とす

る 

サインは周辺景観

と調和した設置位

置とする 

付属施設 

植栽 

低層部にテラスを設

けることで建築物と

河川空間がつながる

にぎわいのある形態

意匠とする 

1 階部の形態 

遊歩道の植栽と一

体となったうるお

いある植栽を設け

る 

都心景観形成区域  河川景観配慮ゾーン 

・水辺やプロムナードと調和したうるおいの感じられるまちなみをつくる 

・水辺のにぎわいが感じられるまちなみをつくる 

・水都に相応しい多様な視点場からの水辺景観をつくる 

景観特性を読み解く STEP １ 

景観形成のコンセプトを考える STEP ２ 

景観配慮の工夫を考える STEP ３ 

 

景観形成の

コンセプト例 

確認すべき景観形成方針 

ケース

２ 
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臨海景観形成区域 

：工業地域などにおける工場施設の計画 
 
  

長大橋からの眺望 
周辺の海岸線は複雑

で多くの長大橋が存

在し、その橋上が視点

場となっている。 

海上からの眺望 
周辺の海上では、物

流の船舶や渡船など

が往来し、海上が視

点場となっている。 

工業系エリア 
周辺は大規模な工場が多

く、工業系エリアとなって

いる。 

パノラマ景観 
周辺には海上から

の多様な視点場が

点在し、遠景のパ

ノラマ景観が形成

されている。 

対 岸 の 緑 
対岸に臨港緑地の

豊かな緑があり、水

辺と一体となった

うるおいが感じら

れる。 

計画する

敷地 

 

景観配慮の工夫を考える 

臨海景観形成区域 

 
・港らしい大スケールなパノラマ景観をつくる 

・開放的で水辺に映えるうるおいのあるまちなみをつくる 

・海上などの多様な視点場からの景観をつくる 

景観特性を読み解く STEP １ 

景観形成のコンセプトを考える STEP ２ 

STEP ３ 

景観形成の

コンセプト例 

圧迫感を抑える

よう前面に空地

を設ける 
配置 

サインは周辺景

観と調和した設

置位置とする 

付属施設 

前面道路から海側

への視線を確保し

た配置とする 

配置 

圧迫感を抑えるよ

う壁面を分棟化す

る 

外壁 

確認すべき景観形成方針 

駐車場や荷積みス

ペースなどは周辺

から見えない位置

に配置する 

付属施設 

周辺のまちなみと

調和し水辺に映え

る色彩とする 

色彩 

外壁 周辺景観と調和

しうるおいある

植栽を設ける 

植栽 

植栽と調和した

透過性の高い構

造の柵とする 

塀・柵 

周囲から突出せず、圧

迫感を抑えた壁面と

する 

ケース

１ 

建築物全体と調和す

るよう建築物と同じ

材料を使用する 

屋外階段 
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：海辺における中高層マンションの計画 
 

  

臨海景観形成区域 

・パブリック空間と調和したまちなみをつくる 

・水辺に映えるうるおいのあるまちなみをつくる 

・水辺のうるおいと穏やかな生活の共存が感じられる景観をつくる 

 

ケース

２ 

 

景観特性を読み解く STEP １ 

景観形成のコンセプトを考える STEP ２ 

景観配慮の工夫を考える STEP ３ 

景観形成の

コンセプト例 

確認すべき景観形成方針 

パノラマ景観 
周辺には海上からの多様な視

点場が点在し、遠景のパノラ

マ景観が形成されている。 

複 合 市 街 地 
周辺はかつて工業・物流港であっ

たが現在は業務・商業・居住機能

などの様々な用途の建築物があ

り複合市街地となっている。 

歴史的な建築物 
周辺に港湾関係の

近代建築物など港

町の趣を感じさせ

る建築物がある。 

隣接する緑 
敷地に隣接して臨

港緑地の豊かな緑

がありうるおいが

感じられる。 

観 光 地 
周辺に大規模な集

客施設があり、観

光客にも人気とと

なっている。 

 
周辺はゆとりのあ

る広い敷地が多

く、高層建築物は

少ない。 

計画する

敷地 

 

配置 

周辺のまちなみと

調和し水辺に映え

る色彩とする 

隣接する臨港緑地

からの見え方に配

慮した壁面とする 

道路から海側への

視線を確保した配

置とする 

配置 

周辺景観と調和し、

臨港緑地と連続す

るうるおいある植

栽を設ける 

パブリック空間とプ

ライベート空間を緩

やかにつなぐ塀のデ

ザインとする 

海上からの眺望に

も配慮した形態・

意匠とする 

外壁 

水辺と調和した港

らしい印象を引き

立てる壁面のデザ

インとする 
外壁 

海岸線沿いに親水

性のある空間を演

出する空地を確保

する 

色彩 

植栽 

塀・柵 



 

i-122 Ver.2.0 

一般区域 

：低層住宅が多い市街地における中層マンションの計画 
 

生活道路の沿道 
敷地は生活道路の沿道に位置しており、道路上か

らは連続するまちなみの一部として視認される。 

地 元 行 事 
周辺は旧集落だっ

た地域であり、夏

にはだんじりが見

られる。 

低層の住宅地 
周辺は両隣の敷

地を含め低層の

住宅地となって

いる。 

突き当りの長屋 
敷地が面する道路

の突き当りには歴

史を感じさせる長

屋があり、アイス

トップとなってい

る。 周辺敷地の緑 
周辺敷地の沿道

は、鉢植えなどの

緑が表出してい

る。 

計画する 

敷地 

ケース

１ 

隣地との壁面の連

続性に配慮した配

置する 

配置 だんじりの見物や

井戸端会議ができ

る軒下のたまり空

間を確保する 

配置 

周囲のまちなみと

調和した色彩とす

る 

色彩 

圧迫感を抑えるよ

う中高層部を壁面

後退する 

外壁 

周辺の建築物の意

匠に合わせ、主張

しすぎない中高層

部の壁面とする 

外壁 
 

屋外階段 

分節化により周辺の

建築物の間口とスケ

ール感を合わせる 

外壁 

建築物全体と調和す

るよう目隠しルーバ

ーを設置する 

周辺の緑と調和す

るよう軒下に植栽

を配置する 

植栽 
 

配管類は建築物と

同色の色彩とし、

一部目立たないよ

う配慮する 

一般区域 

建築設備 

 
・豊かな暮らしの魅力を感じさせる心地よい生活景観をつくる 

・旧集落の歴史と親しみを感じられるまちなみをつくる 

・だんじりが似合う下町の景観をまもる 

景観特性を読み解く STEP １ 

景観形成のコンセプトを考える STEP ２ 

景観配慮の工夫を考える STEP ３ 

景観形成の

コンセプト例 

確認すべき景観形成方針 
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：幹線道路沿道における物販店舗の計画 
ケース

２ 

植栽 

 
敷地が面する道路

は、車の交通量の

多い幹線道路とな

っている。 

 
敷地の背後には、

低層住宅の市街地

が広がっている。 

 
周辺は低層の店舗

や中低層の住宅地

となっている。 

連続する街路樹 
敷地が面する幹線

道路には、街路樹

が列植されてお

り、連続性が感じ

られる。 

計画する 

敷地 

一般区域 

 
・うるおいとにぎわいのあるまちなみをつくる 

・背後の落ち着いた市街地景観をまもる 

景観特性を読み解く STEP １ 

景観形成のコンセプトを考える STEP ２ 

景観配慮の工夫を考える STEP ３ 

景観形成の

コンセプト例 

確認すべき景観形成方針 

敷地の前面に空地

を設け、うるおいが

感じられる植栽を

設ける 

配置 

周囲のまちなみと

調和した色彩とす

る 

色彩 

外壁 
 

背後の市街地に対

し、圧迫感が生じ

ない配置とする 

駐車場などは周辺

から直接見えない

よう植栽により目

隠しをする 

単調な壁面となら

ないようデザイン

により壁面を分節

化する 

外壁 

アクセントカラーを

高層部に使用しシン

プルにまとめる 

サインは、周辺景

観と調和した設置

位置とする 

付属施設 

付属施設 

色彩 

外壁 

低層部は中層部と

分節化することに

より歩行者に親し

みのあるまちなみ

とする 
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御堂筋地区 

：沿道（土佐堀通以北）におけるオフィスビルの計画 

・都心とターミナルを結ぶ風格のある通り景観をつくる 

・繁華街の賑わいが感じられる歩いて楽しいまちなみをつくる 

周辺の植栽帯の緑

と合わせ、うるおい

を生むよう低木を

配置するとともに

アイストップとな

る高木を配置する 

自然素材を用いた

外壁による風格あ

る落ち着いた色彩 

とする 

サインは建築物全

体と調和のとれた

落ち着いたものと

する 低層部と中層部の

壁面をデザインに

より分節する 

壁面後退により設

けた空地は歩道と

一体となった歩行

者空間とする 

まちなみに連続感

を持たせるため周

囲の建築物とプロ

ポーションをとと

のえる 

開口を大きく設け

建築物内部と街路

の親密性を意識し

た透過性の高い壁

面とする 

植栽 

高さ 

外壁 

色彩 

1 階部の形態 配置 

付属施設 

耐候性の高い石・

タイルを使用して

いる 

材料 
周辺の建築物の意

匠に合わせ連続性

を演出する横のラ

インを強調したフ

ァサードデザイン

とする 

外壁 

景観特性を読み解く STEP １ 

景観形成のコンセプトを考える STEP ２ 

景観配慮の工夫を考える STEP ３ 

 

景観形成の

コンセプト例 

ケース

１ 

 
沿道は業務系の建

築物が多いが、周

辺は店舗が点在し

敷地の背後に繁華

街が広がるなど業

務・商業が混在し

ている。 

 
周辺の建築物の壁

面後退によりゆと

りある歩行者空間

が確保されてい

る。 

街路樹と植栽帯 
敷地前面の歩道に

は、街路樹（銀杏）

が植えられてお

り、その足下には

広い植栽帯が見ら

れる。 

広幅員の街路 
敷地が面する御堂

筋は、幅員が広く

車の交通量の多い

幹線道路であり、

風格のあるまちな

みを形成してい

る。 

 
敷地が面する道路

は、主要ターミナ

ルである大阪駅と

都心を結ぶ区間で

歩行者交通量が多

い。 

計画する 

敷地 

御堂筋地区  道路景観配慮ゾーン 確認すべき景観形成方針 
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：沿道（道頓堀以南）における複合用途ビルの計画 
ケース

２ 

 
周辺の建築物の壁面後退に

より、ゆとりある歩行者空

間が確保されている。 

連続する街路樹 
御堂筋を代表する

銀杏並木が通りの

連続性やうるおい

を与えている。 

 
周辺は飲食・物販等

の商業系の店舗が

点在し敷地の背後

に繁華街が広がる

などにぎわいのあ

る商業地となって

いる。 

 
周辺は繁華街が広

がっており、昼夜

を問わずにぎわい

が感じられる。 

広幅員の街路 
敷地が面する御堂

筋は、幅員が広く車

の交通量の多い幹

線道路であり、風格

のあるまちなみを

形成している。 

多様なデザイン 
沿道では個性的なファサード

デザインの建築物が多く、多様

なまちなみとなっている。 

計画する 

敷地 

1 階部にポルティ

コを設け飲食店と

街路が連続する空

間を形成する 
配置 

自然素材を用いた

外壁による風格あ

る落ち着いた色彩

とする 色彩 

複数の開口を設け

建築物内部と街路

の親密性を意識し

た歩いて楽しいま

ちなみとする 

1 階部の形態 

配置 

周辺の建築物と低

層部の軒線が連続

するよう低層部と

中層部を分節する 

外壁 

壁面後退により設

けた空地は歩道と

一体となった歩行

者空間とする 

御堂筋地区  道路景観配慮ゾーン 

・多様な表情がみえる風格のある通り景観をつくる 

・繁華街のにぎわいが感じられる歩いて楽しいまちなみをつくる 

景観特性を読み解く STEP １ 

景観形成のコンセプトを考える STEP ２ 

景観配慮の工夫を考える STEP ３ 

 

景観形成の

コンセプト例 

確認すべき景観形成方針 

まちなみに連続感を持

たせるため周囲の建築

物とプロポーションを

ととのえる 

高さ 

中層部のホテルエ

ントランスを強調

し特徴的なファサ

ードデザインとす

ることで通りに新

たな表情を持たせ

る 

外壁 

高層部はマリオン

とルーバーにより

雑多な印象となら

ないようデザイン

する 

外壁 

サインは建築物全

体と調和のとれた

落ち着いたものと

する 

付属施設 

最上部に連続した

開口を設け、軒線

を強調したデザイ

ンとする 外壁 
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堺筋地区 

：沿道におけるオフィスビルの計画 

豊かな街路樹 
街路樹があり、緑

豊かなまちなみ

となっている。 

 
沿道は業務系の建

築物が多く歴史あ

る代表的なビジネ

ス街となってい

る。 

 
周辺に歴史が感じ

られる近代建築物

が点在しており、

まちなみのアクセ

ントとなってい

る。 

 
周辺の建築物は当

該街路沿いで壁面

が整い、統一感・

連続感のあるまち

なみとなってい

る。 

計画する 

敷地 

 
周辺の建築物の壁

面後退により、ゆ

とりある歩行者空

間が確保されてい

る。 

堺筋地区  都心中央部景観配慮ゾーン  道路景観配慮ゾーン 

・統一感のある落ち着いた通り景観をつくる 

・ゆとりのある快適なまちなみをつくる 

・近代建築物を引き立てる味わいのまるまちなみをつくる 

ケース

１ 

1 階部の壁面後退

により設けた空地

は、歩道と一体と

なった歩行者空間

とする 

配置 

色彩 

建築物内部と街路

の親密性を意識し

た透過性の高い壁

面とする 

1 階部の形態 

近代建築物など周

辺のまちなみと調

和のとれた落ち着

いた色彩とする 

駐車場などは周辺

から見えない位置

に配置する 

付属施設 

サインは建築物全体

と調和のとれた落ち

着いたものとする 

 

付属施設 

まちなみに連続感を

持たせるため周囲の

建築物とプロポーシ

ョンをととのえる 
高さ 

近代建築物の格子

状のデザインと調

和させ、統一感と

落ち着きのあるフ

ァサードデザイン

とする 

外壁 

景観特性を読み解く STEP １ 

景観形成のコンセプトを考える STEP ２ 

景観配慮の工夫を考える STEP ３ 

 

景観形成の

コンセプト例 

確認すべき景観形成方針 
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四つ橋筋地区 

：沿道におけるオフィスビルの計画 

 

四つ橋筋地区  都心中央部景観配慮ゾーン  道路景観配慮ゾーン 

・連続感のある落ち着いたビジネス街の通り景観をつくる 

・緑豊かなうるおいが感じられるまちなみをつくる 

景観特性を読み解く STEP １ 

景観形成のコンセプトを考える STEP ２ 

景観配慮の工夫を考える STEP ３ 

 

景観形成の

コンセプト例 

確認すべき景観形成方針 

周辺のまちなみと

調和した落ち着い

た色彩とする 

建築物のコーナー

部は意匠を変え、

まちなみのアクセ

ントとなるようデ

ザインする 

外壁 

植栽帯の緑と合わ

せうるおいを生む

よう低木を配置す

るとともに、アイ

ストップとなる高

木を配置する 

1 階部の壁面後退

により設けた空地

は、歩行者空間に

加えさらに壁面を

後退することで緑

を配置する 

まちなみに連続感を持たせ

るため周囲の建築物とプロ

ポーションをととのえる 

サインは建築物全

体と調和のとれた

落ち着いたものと

する 

ガラス面を多用した

外壁であるが、単調

とならないよう構造

部材を見せる 

1 階部の形態 

外壁 

建築物内部と街路

の親密性を意識し、

1階部にショーウィ

ンドーを配置する 

付属施設 

建物の正面だけで

なく道路から視認

できる壁面のファ

サードデザインを

合わせる 

外壁 

配置 

植栽 

高さ 

色彩 

駐車場などは周辺

から見えない位置

に配置する 

付属施設 

ケース 

1 

連続する街路樹 
街路樹が植えられ

ておりうるおいが

感じられる。 

 
沿道は業務系の建

築物が多く、落ち

着いたデザインの

建築物建ち並ぶビ

ジネス街となって

いる。 

周辺敷地の緑 
周辺敷地の沿道は植栽帯など

の緑が表出している。 

 
周辺の建築物は当

該街路沿いで壁面

が整い、統一感・

連続感のあるまち

なみとなってい

る。 

狭 小 な 敷 地 
敷地面積が 200 ㎡

に満たない。 

クリエイティブ

な企業の集積 
四つ橋筋と交差す

る街路を入るとク

リエリティブな企

業が入居するしゃ

れたオフィスビル

が多く建ち並んで

いる。 

角地 
敷地が角地にあり、

壁面のうち２面が道

路から視認できる。 

計画する 

敷地 
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なにわ筋地区 

：沿道における中高層マンションの計画 

 

周辺敷地の緑 
周辺敷地の沿道は

植栽帯などの緑が

表出している。 

複 合 市 街 地 
沿道は業務・商

業・居住機能など

の様々な用途の建

築物があり、都心

の複合市街地とな

っている。 

商業のにぎわい 
周辺に低層部を店

舗としたビルもあ

り、にぎわいが表

出している。 

計画する 

敷地 

大規模な公園 
周辺に大規模な都

市公園があり、ま

とまりのある緑を

形成するとともに

人々が集う空間と

なっている。 

豊かな街路樹 
街路樹（銀杏）が植えられて

おり、その足下には広い植栽

帯が見られる 

 
沿道は高層建築物

と低層建築物が混

在している。 

なにわ筋地区  道路景観配慮ゾーン 

・周辺と一体的となった緑豊かな通り景観をつくる 

・しゃれた都心のライフスタイルが想起されるまちなみをつくる 

ケース

１ 

まちなみに連続感を持たせ

るため周囲の建築物とプロ

ポーションをととのえる 

高さ 

付属施設 

低層部と中層部を

デザインにより壁

面を分節する 

壁面後退により設

けた空地を緑化す

る 

周辺の緑になじむ

ようアースカラー

を基調とした色彩

とする 

駐車場などは街路から見えな

い位置に配置する 

周辺の植栽帯の緑

と合わせうるおい

を生むよう高木を

列植し緑のプロム

ナードを形成する 

インナーバルコニ

ーにより生活感の

露呈しないすっき

りとした壁面とす

る 

建築物内部と街路

の親密性を意識し

た透過性の高い壁

面とする 

1 階部の形態 

色彩 

バルコニー等 

配置 

外壁 

植栽 

景観特性を読み解く STEP １ 

景観形成のコンセプトを考える STEP ２ 

景観配慮の工夫を考える STEP ３ 

 

景観形成の

コンセプト例 

確認すべき景観形成方針 
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土佐堀通地区 

：沿道（河川沿川）におけるオフィスビルの計画 
 

 

土佐堀通地区 道路景観配慮ゾーン 河川景観配慮ゾーン（大川沿川地域） 

・水辺に映える連続感のある河川景観をつくる 

・水辺を見通せる開放感のあるまちなみをつくる 

・落ち着いた街路景観をまもる 

景観特性を読み解く STEP １ 

景観形成のコンセプトを考える STEP ２ 

景観配慮の工夫を考える STEP ３ 

 

景観形成の

コンセプト例 

確認すべき景観形成方針 

ケース

１ 

 
沿道は業務系の建

築物が多く、水辺

の気配を感じさせ

る落ち着いたビジ

ネス街となってい

る。 

高 層 建 築 物 
街路の幅員に対し

て高層建築物が多

く、囲まれ感のあ

るまちなみとなっ

ている。 

 
周辺敷地は河川側

にテラスを設ける

など水辺と調和し

たまちなみとして

いる。 

水 辺 の 気 配 
周辺の建築物の1階

部から河川への見

通しが確保されて

おり、水辺の気配を

感じさせるまちな

みとなっている。 

多様な視点場 
敷地に面する河川

の対岸の公園や橋

梁、河川を往来す

る船舶などが視点

場となっている。 

計画する 

敷地 

低層部に水上や対

岸から見えるテラ

スを設ける 

外壁 
外壁 

高さ 

まちなみに連続感を持たせ

るため周囲の建築物とプロ

ポーションをととのえる 

水辺景観と調和し

たファサードデザ

インとする 

壁面後退部分に

は、可能な範囲で

低木による植栽を

配置する 

1 階部をピロティ空

間とし、大規模な開

口を設けることで街

路から河川への見通

しを確保する 

配置 

低層部と中層部を

デザインにより分

節する 

1 階部の形態 

周辺のまちなみと

調和し水辺に映え

る色彩とする 

色彩 

植栽 

外壁 
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国道２号地区 

：沿道におけるオフィスビルの計画 

 景観特性を読み解く STEP １ 

国道２号地区  道路景観配慮ゾーン 

・繁華街とターミナルをつなぐ大通り景観をつくる 

・主要幹線として多くの人を惹きつけるまちなみをつくる 

ケース

１ 

景観形成のコンセプトを考える STEP ２ 

景観配慮の工夫を考える STEP ３ 

 

景観形成の

コンセプト例 

確認すべき景観形成方針 

 
沿道は商業系の建

築物が多く周辺は

店舗が点在し敷地

の背後に繁華街が

広がるなどにぎわ

いのある商業地と

なっている。 

 
沿道は個性的な意

匠の建築物や屋外

広告物により多様

な壁面が並んでい

る。 

広幅員の街路 
敷地が面する国道

２号は幅員が広く

車の交通量の多い

幹線道路となって

いる。 

計画する 

敷地 

ターミナル近郊 
敷地は主要ターミ

ナルである大阪駅

に近く、歩行者交

通量が多い。 

外壁 

壁面後退により設

けた空地は歩道と

一体となった歩行

者空間とし、一部を

緑化する 

配置 

低層部と中層部をデ

ザインにより壁面を

分節する 

外壁 

周辺のまちなみと

調和し明度の高い

色彩とする 

建築物内部と街路

の親密性を意識し

た透過性の高い壁

面とする 

1 階部の形態 

周辺の建築物の意

匠に合わせ連続性

を演出する横のラ

インを強調したフ

ァサードデザイン

とする 

植栽 

色彩 付属施設 

駐車場などは周辺

から見えない位置

に配置する 
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中之島地区 

：地区内におけるオフィスビルの計画 

 

ケース

１ 

中之島地区  河川景観配慮ゾーン（大川沿川地域） 

・水辺の立地特性をいかした風格のあるまちなみをつくる 

・様々な交流を促す人が集まる活気あるまちなみをつくる 

・水辺に映えるうるおいある景観をつくる 

壁面後退により設

けた空地は歩道と

一体となった歩行

者空間とし、一部を

緑化する 

中之島通とその他

道路が交差する角

にオープンスペー

スを設ける 

配置 

配置 

駐車場などは中之

島通から見えない

位置に配置する 

付属施設 

周辺の植栽帯の緑と合わせ

うるおいを生むよう低木を

配置するとともにアイスト

ップとなる高木を配置する 

 

建築物内部と街路の親

密性を意識した透過性

の高い壁面とする 

1 階部の形態 植栽 

温かみのある光源を用い、

建物の形態が浮かび上がる

ようライトアップする 

夜間景観 

外壁 

四方からの見え方

に配慮し、高層部

は裏面を感じさせ

ないデザインとす

る 

外壁 

自然素材を用いた

外壁による風格あ

る水辺に映える色

彩とする 

色彩 
低層部と中層部

の壁面をデザイ

ンにより分節す

る 

外壁 

水辺と調和した

ファサードデザ

インとする 

耐候性の高い

石・タイルを使

用している 

材料 

 
周辺は公開空地な

ど多様なオープン

スペースが連続し

ゆとりのある空間

が確保されている。 

 
地区内は大規模な

業務系の建築物が

多く近年の開発に

よりホテルや文教

施設など多様な都

市機能が集積して

おり風格のあるま

ちなみとなってい

る。 

 
大規模な建築物が

まとまりのあるま

ちなみとして眺望

できる。 

水 辺 の 緑 
周辺の遊歩道には

樹木が植えられ水

辺と一体となった

うるおいが感じら

れる。 

多様な視点場 
敷地に面する河川

の対岸の公園や橋

梁、河川を往来す

る船舶などが視点

場となっている。 

計画する 

敷地 

景観特性を読み解く STEP １ 

景観形成のコンセプトを考える STEP ２ 

景観配慮の工夫を考える STEP ３ 

 

景観形成の

コンセプト例 

確認すべき景観形成方針 


